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古屋範子副代表、佐々木さやか参議院と
「横浜市立みなと赤十字病院」を視察

公明党横浜市議団の活躍

きっかけは一人の母の声きっかけは一人の母の声きっかけは一人の母の声

より住みやすい横浜市により住みやすい横浜市に

　日本介助犬協会の高柳理事長にお
越しいただき介助犬「ナビ」ちゃん
の実演を拝見しました。
　日常生活で、携帯電話を無くした
時には探してくれたり、床に落とし
た鍵を拾ってくれたりと飼主に寄り
添って助けてくれる訓練を受けてい
ます。また、介助犬を労う気持ちの
なった時には “介助犬でなく飼主さ
んに労いのお声を頂きたい” とのお
声も伺いました。

　各業界の方々からお話を伺う中で
感じたことは【どの業界でも人手不
足と人材の確保】が課題であるとい
うこと、また『働き方革命』を叫ば
れている中で【働く世代の時代のギ
ャップと早いスピードで環境が変
化していく状況に、試行錯誤されて
いる】ことでした。
　課題はたくさんありますが
現場からの声を実現で
きるよう頑張ります！

　「アレルギーを考える母
の会の」園部代表にもお越
し頂きました。
　都筑区のアレルギーのお子さんを
お持ちのお母さんからお問い合わせ
があった際には
「私の携帯電話は、困ったお母さん
のために24時間OPENです。」と
苦しんでいる人に寄り添い、丁寧に
専門知識や豊富なご経験を語られる
姿に感動しました。

今月は３１の団体と政策懇談会を実施
どの業界も“現場からの生の声は改善策の宝庫 !!”

懇談会を終えて アレルギー対策 介助犬

中村陽一センター長からは “アレルギーの専門医が
他部門と比較して少ない現状にも関わらず、小児に
おけるアレルギー疾患有症率の推移が増加している”
ご報告などご説明いただきました。
　　　　　　
「一人の母の声を聴く」ところからスタートした
【公明党のアレルギー対策】は、これからもアレル
ギーに悩む人が適切な診察が受けられるよう対策強
化に向けて頑張ってまいります。



公園内に、倒木しないか心配な木が
あるので確認・点検をして欲しい。

相模原で倒木の死亡事故もあったので
とても不安です。

地域からのご要望

倒木の可能性のある樹木を除去

公園横の道路がデコボコで、子供たちも
よく通るのに自転車などが滑りやすい。

特に雨や雪の日には危険！
速やかに舗装してほしいです。

Before

After

通学路でもあり毎日多くのお子さんや
高齢者も利用されているとのこと。
素早く対応することができて
本当に良かったです！

ボコボコ危険な道路を舗装

CASE1 大原みねみち公園内

CASE２ 南山田の公園横道路

Before

After

ご近隣の皆様からの工事へのご賛同も
頂き、無事きれいに舗装する
ことができました！
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